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湖
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鯵
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記
事
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隠
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一
極
力
普
及
に
努
力
す
る
覚
悟
で
一
に
つ
い
て
申
し
ト
九
け
ま
す
ω

:
l
j
雪

E
t
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一

あ

り

ま

す
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今

回
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追
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三

特

別

会

計

に
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申

し
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ま
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の

他

の

特

別

会

計

に
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一

三

、

一

O
O円
で
あ
り
ま
し

自
制
明
朗
倒
樹
吋
.d需
に
廃
止
と
な
り
、
実
質
的
一
て
は
、
格
別
の
増
減
も
な
く
、
子
前
回
迄
の
追
加
績
と
合
計
致

陣

l
附
l
除
l
伊
ー
に
は
新
し
い
制
度
に
よ
る
根
本
一
内
雲
に
お
い
て
説
明
を
致
し
一
し
ま
す
と

霞
目
て
国
民
一
的
重
で
あ
り
し
た
が
づ
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本
一
て
お
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ま
す
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明
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岡
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司
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療
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付
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滑
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付
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、
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存
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特
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計
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営
診
寮
所
特
別
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計
一
五
、
四

O
二、

0
0
0円
の

E
コ
圏
県
下
十
市
に
一
ぃ
〈
・
申
し
上
げ
ま
す
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上
水
道
一
一
五
、
二

O
七、

0
0
0円
一
交
付
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
か

師
骨
骨
噛
さ
き
が
け
社
一
工
事
は
三
十
・
三
年
度
に
お
い
て
一
て
上
水
道
腕
村
別
会
計
一
ね
て
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
各
種

古
川
韻
会
保
障
制
度
一
建
設
工
事
が
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全
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致
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二
一
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七
六
二
、

0
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事
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る
事
事
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。
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融
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司
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計
瓦
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、
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定
例
市
議
会
の
最
終
闘
で
あ
…
の
上
で
平
和
都
市
宜
霞
は
議
決
一
を
会
長
に
世
界
療
邦
閏
会
委
員
↑
都
市
町
村
宣
言
か
ら
県
宣
蓄
に

笠
品
百
二
十
臼
の
本
議
会
に
於
一
さ
れ
た
、
以
下
提
案
理
由
を
掲
一
会
が
組
織
さ
れ
、
ロ
シ
ド
y

の
一
更
に
国
家
宣
言
へ
と
発
展
し
、

て
長
悶
議
員
よ
り
平
和
都
市
室
一
殺
す
る
@
一
閉
会
議
員
世
界
協
会
と
坪
応
し
一
関
連
に
的
き
か
け
る
力
と
す
る

…

翼

連

邦

平

和

都

市

宣

言

は

一

遺

憾

ヤ

醐

一

も

の

で

あ

っ

て

、

横

想

は

世

界

戦
争
を
防
必
し
、
核
兵
器
の
脅
一
隅
麟
購
機
麟
齢
鶴
錨
員
一
憲
法
を
持
っ
て
世
界
会
議
と
、

威
を
除
表
す
る
道
一
は
世
界
連
邦
一
瞬
織
機
灘
繍
灘
清
一
世
界
政
府
と
、
世
界
裁
判
所
か

の
実
現
以
外
に
は
な
い
主
い
う
一
鎖
齢
織
機
総
監
竺
ら
な
る
世
界
連
邦
を
樹
立
せ
ん

…
理
想
の
も
と
に
て
九
五

O
年

一

議

題

懇

瀦

輯

一

と

す

る

も

の

で

あ

る
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傘

十

ブ
ラ
シ
ス
の
「
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オ
ー
ル
市
」
に
一
て
世
界
連
邦
日
本
国
宣
言
に
持
一
月
二
十
四
日
暴
力
追
放
平
和
都

端
を
発
し
て
各
悶
に
ひ
ろ
が
っ
一
ち
こ
む
べ
く
動
い
て
い
る
。
一
市
た
る
の
決
意
を
一
示
し
、
本
年

た
運
動
で
る
り
、
我
が
霞
で
は
一
こ
れ
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
二
月
一
日
商
工
観
光
課
の
独
立

問
伊
騎
待
問
官
帥
一
鱗
総
隊
機
植
石
器
持
問
問
恒
計
四

課
連
邦
平
和
都
世
間
宣
言
を
行
い
一
町
職
鱗
離
職
勝
機
盤
踊
一
に
永
久
平
和
を
祈
念
し
て
、
和

そ
の
後
五
一
鴎
市
町
村
山
か
特
に
一
機
組
離
醐
輔
鶏
盤
国
一
界
連
邦
平
和
都
市
司
と
し
て
出
発

琴
平
町
、
湾
総
、
鳴
門
、
西
条
、
一
機
際
機
綴
綴
緩
や

V

一
す
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宣
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一
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市
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一
人
に
世
界
連
邦
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た
も
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あ
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と
思
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の
で
提

っ
て
い
る
。
一
の
理
想
た
普
及
さ
せ
平
和
へ
の
一
案
致
し
た
次
第
で
あ
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ま
す
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第

九

は

す

議

日

条

第

二

十

は

す

議

均

一

昭
和
一
一
干
四
年
度
六
洲
町
民
一

J

L

中
台
入
金
つ
、

C

一
市
有
財
産
の
処
f

に
つ
い
て
一

一l
川
パ
寸
一
民
健
康
供
険
特
一
第
↑
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七
四
年
一
選
任
に
ム
た
れ
同
意
を
得
ろ
日
債
に
つ
い
て
(
小
営
住
宅
一

一
旬
均
一
度
ベ
洲
南
国
民
J

こ

と

に

つ

い

て

一

色

を
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事
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入
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創
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す
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茂
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迂
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一
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一
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三
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孟
い
わ
一
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別
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保
育
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三
福
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資
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二

E
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入
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一
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る
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例
一
歳
出
追
加
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一
一
品
・
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六
サ
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案
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第
十
六
号
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日
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議
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孟
二
一
一
昭
和
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四
年
一
大
洲
市
国
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健
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保
険
条
例
一
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大
洲
市
歳

二

回

二
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大

洲
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養
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一

第

十

七

サ

議

案

一

入

歳

出

迫

卯

ア

算

一
f
l
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一
部
内
電
話
新
設
に
伴
う
負
位
一
二
十
九
号
議
案

一

院

特

別

会

計

歳

入

歳

刑

務

算

一
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つ

い

て

一

紀

債

に
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て
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第

七

持
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一
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第
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八

号
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案
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(

諸

事

業
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一
昭
和
三
十
四
年
度
大
洲
市
母
一
環
算
外
義
務
負
担
の
契
約
に
一
議
第
一
号
議
案

一
子
補
札
、
資
金
一
明
別
企
計
歳
入
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て
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な
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。
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る
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は
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hiに
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の
で
一
茂
乗
氏
会
員
百
五
十
人
)
が
ぜ

議
議
3藤

野
氏
業
谷
本
佳
隆
氏
一
歩
行
が
楽
に
な
り
、
谷
本
氏
の
一
ひ
再
建
し
た
い
と
会
員
並
び
に

ふ

麟

離

離

感

範

ゾ

川

総

鱗

鰐

2

カ
発
起
、
土
地
一
益
田
け
に
地
区
民
も
学
校
の
生
徒
一
有
忘
に
呼
び
か
け
、
弘
ん
な
の

が
¥
麟
鱗
麟
灘
機
騒
鱒
離
瀦
繍
繍
機
添
削
問
の
所
有
者
上
旦
も
感
謝
し
て
い
る
一
心
と
力
で
復
叫
ハ
せ
U
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し
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と
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千
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宮
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市

一
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一

体

町

河

野

幸

男

氏

の

寄

贈

J

ザ
パ
ヲ
つ
議
誠
穣
警
A
綴
翻
議
機
鶏
鳴
谷
渉
.
無
償
で
土
一
通

t
i
r
E
H

↑
に
よ
り
て
二
米
の
金
次
郎
柴

w
d
r
h
d
f
p騒
幣

地

を

ゆ

ず

り

受

一

傍

再

建

さ

る

一

書

見

像

が

見

事

に

建

て

ら

れ

F
J
i
:
j
一

一

、

ぺ

け

一

喝

路

の

っ

川

一

菅

田

支

所

発

一

記

念

碑

も

亦

多

数

の

霊

践

に

よ

大

洲

市

上

須

戒

中

学

校

の

登

一

か

え

を

思

い

つ

き

寄

乱

を

淳

一

一

り

四

、

五

米

、

希

典

碑

文

も

鮮

り
口
道
路
は
通
称
『
イ
ヤ
坂
』
一
志
家
に
仰
ぐ
な
ど
し
て
、
谷
本
一
歴
史
は
人
を
つ
く
り
一
か
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
呼
ば
れ
、
地
区
民
や
学
校
の
一
氏
単
独
で
工
事
に
か
か
っ
た
。
」
人
は
歴
史
を
つ
く
る
一
こ
の
整
備
さ
れ
た
歴
史
環
境
の

生
徒
か
ら
急
な
坂
の
た
め
嫌
わ
一
勿
論
家
族
の
協
力
を
得
て
毎
日
一
管
田
小
学
校
々
庭
に
二
宮
金
次
一
中
に
町
民
や
子
供
た
ち
が
新
し

れ
て
い
た
。
何
ん
と
か
改
修
せ
一
の
仕
手
に
と
り
か
か
っ
た
。
日
一
郎
の
銅
像
と
日
露
戦
役
一
記
念
碑
一
い
人
間
完
成
へ
の
道
を
朝
な
タ

ね
ば
と
憂
慮
さ
れ
て
ふ
た
折
か
一
々
努
力
す
る
谷
本
氏
の
様
子
を
↑
が
再
建
さ
れ
三
月
十
五
日
盛
大
一
な
精
進
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本

切

(二)

第
三
一
回
定
例
議
会
で
沼
田

市
長
は
健
民
施
策
の
一
環
と

し
て
学
校
給
食
の
推
進
に
つ
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い
て
説
明
さ
れ
た
。
健
氏
施
策

と
は
果
し
て
ど
ん
な
こ
と
か
?

学
校
給
食
を
推
進
せ
ん
と
す
る

沼
田
市
政
の
理
論
的
裏
付
け
と

な
る
も
の
は
:
!
?
市
内
で
学

校
給
食
を
実
施
し
て
い
る
唯
一

の
学
校
で
あ
る
大
洲
小
学
校

の
実
態
を
兵
頭
先
生
に
お
話

し
願
う
こ
と
に
し
よ
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力
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長
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よ
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の
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の
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凶
く
し
た
次
第
で
す
↑
三
名
ゃ
市
防
団
長
名
に
よ
る
も

出
初
式
当
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表
彰
さ
れ
た
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の
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謝
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1A人
名

農

機

麟

盤

見
逃
ぜ
瓦
い
成
呆

失
業
艶
策
事
議
ぷ

大
洲
一
巾
制
が
し
か
れ
大
洲
市
一
説
北
議
ぬ
閥
均
の
事
業
が
進
め

も
漸
次
都
市
化
し
て
い
る
が
、
一
ら
れ
℃
い
る

U

そ
れ
に
伴
い
求
験
者
数
も
次
第
一
三
月
中
旬
起
点
よ
り
一
、
五

に
増
加
の
傾
向
を
た
と
っ
て
い
一

0
0ぷ
の
処
に
あ
っ
た
難
玉
事

る
Q

昭
和
三
十
年
、
始
め
て
失
一
の
木
綿
も
(
盤
誌
橋
了
も
完
成

業
対
策
事
業
が
市
政
の
中
に
と
一
し
、
現
在
工
事
中
の
(
起
点
よ

り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
現
仕
ま
で
一
り
二

A

五
O
O氷
)
処
ま
で
自

適
格
者
認
定
の
枠
も
コ

δ
名
か
一
動
前
半
が
上
る
立
が
な
道
路
が
完

ら
六
十
五
省
に
拡
げ
ら
れ
て
い
一
成
し
て
い
る
。
現
在
工
事
中
の

。
こ
れ
に
対
し
市
の
予
算
も
一
処
は
菅
同
の
中
学
校
が
見
え
る

次
第
に
増
ル
し
昭
和
三
十
三
年
一
処
か
ら
更
に
迂
回
し
、
神
南
山

度
珠
算
総
額
で
八
一
六
万
円
余
一
を
正
面
に
日
比
る
処
ま
で
工
事
が

か
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
大
洲
市
一
進
め
ら
れ
て
お
り
、
着
々
道
路

政
の
施
策
の
一
環
と
し
て
現
在
一
が
完
成
し
て
い
る
u

ま
で
に
な
し
遂
げ
た
事
莱
最
も
一
大
洲
巾
の
観
光
施
策
の
事
業
冨

多
く
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
一
土
山
観
光
道
路
も
昭
和
三
十
五

る
概
裂
を
述
べ
る
と
お
宮
中
一
年
中
頃
に
は
完
成
す
る
と
依
で

平
野
小
中
、
新
谷
小
中
学
校
等
一
は
話
し
て
お
り
、
観
光
夫
洲
の

の
校
庭
の
整
備
事
糸
、
更
に
太
一
点
砲
を
い
や
が
上
に
も
一
品
め
れ
に

洲
中
学
校
の
校
長
拡
張
の
事
楽
一
は
お
く
ま
い
。
そ
し
て
完
成
の

道
路
改
修
延
七
五

O
永
の
完
成
一
晩

ι於
℃
こ
れ
ら
の
工
事
に
参

道
路
面
の
コ
ン
ク

y
i卜
舗
法
一
加
し
た
人
々
の
行
と
労
灼
の
姿

事
業
、
町
内
排
ぷ
崎
山
公
市
七
ア
一
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

所、五
0

0
0
 

氷山川
完
成

等
で

あ
る

が
現

夜
排

νヘ
ヤ
廿

加
予
備

事
業

、と一両国
」」

f

けいド

十
隅
り
中
骨
髄
対
事
し
〈

消
防
出
一
初
式
絡
る

共
同
募
金
に

大

洲

市

皇
太
子
殿
下

記
念
貯
金
議
行
き
る

郵
政
省
で
は
単
ド
A
T
殿
干
の
一
も
書
き
ほ
え
り
必
袋
が
な
い
。

御
成
婚
に
際
し
闘
比
的
な
祝
一
(
一
一
)
ム
ハ
ク
片
ご
と
に
複
利
計

意
を
表
わ
す
た
の
記
念
定
額
一
算
で
利
寸
が
一
元
金
に
繰
り
入

郵
便
貯
金
を
発
行
す
る
に
と
に
一
れ
ら
れ
、
し
か
も
氷
く
お
け

な
り
ま
し
た
ω

そ
の
要
領
は
次
↑
ば
お
く
ほ
い
と
利
率
が
両
く
な

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
枚
数
一
る

に
阪
り
が
あ
り
ま
す
の
で
与
同
一
(
三
)
利
子
に
は
一
切
税
金
が

に
予
約
申
込
み
生
し
て
下
さ
い
↑
か
か
ら
な
い
。

ー

・

発

行

期

臼

二

四

)

も

っ

と

も

安

全

で

絶

対

四
月
一
ほ
か
ら
外
便
局
で
発
一
に
秘
密
の
も
れ
る
乙
と
が
な

行
す
る
か
そ
れ
以
一
則
で
も
先
一
ぃ
。

一
行
す
る
場
合
が
あ
る
。
二
五
}
払
い
よ
ど
し
た
伏
で
も

2

・

脚

部

民

一

郵

便

局

の

手

J

一
て
き
が
す
め
ば

表
面
中
央
上
部
に
「
皇
、
太
平
一
貯
金
証
書
を
一
川
金
者
に
返
し

殿
下
御
成
婚
記
念
定
額
郵
便
一
永
く
記
念
と
し
て
保
存
す
る

貯
金
一
位
吉
田
」
の
文
{
子
を
人
れ
一
こ
と
が
出
来
る
見
込
み
で
あ

左
右

r『
鳳
お
う
慶
祝
の
意
を
一
る

J

表
わ
す
図
案
を
削
す
る
一
4
固
預
金
金
額

3
・
定
額
貯
金
の
特
長
一
預
金
者
の
臼
出
で
、
千
円

(
一
)
六
ヶ
月
が
た
て
ば
い
つ
一
五
千
円
、
一
万
円
・
五
対
内

で
ん
払
い
も
ど
し
が
で
き
、
一
等
で
あ
る
。

念

年

閥

は

預

け

っ

ぱ

な

し

で

一

大

洲

郵

便

局
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